

















































































































































































































































































水論当事者 訴状提出日 返答書提出日・差日 裁許・内済の日
小田 ･ 大形⇔太田 寛文九年五月 寛文十年二月 寛文十年三月廿八日
大島 ･ 国松⇔酒寄 貞享四年二月 貞享四年十一月 貞享五年二月廿五日
筑波 ･ 沼田⇔臼井 ･ 神郡 元禄六年六月 元禄六年六月廿五日 元禄七年十一月十四日
沼田 ･ 筑波 ･ 大島 ･ 国松⇔北条 ･
君島 ･ 小沢 ･ 小泉 ･ 大貫 ･ 杉木 文化十四年正月 文化十四年二月十三日 文政三年八月四日















































































































































₂₉　A 桜川 ･ 観音川₆-₉･₁₂号、J 水利₇₅-₇₆号。















































































































































































₄₂　I 天狗党挙兵と村民 ₃ 号。
大島村役人と村方騒動関係者
氏名 天保十三年 嘉永五年 嘉永七年四月 嘉永七年九月 万延元年
平右衛門 名主 名主◎※ ◎ 名主◎
平兵衛 名主見習◎※
杢右衛門 組頭 組頭（◆に差添） 組頭◎ 組頭 名主





五郎右衛門 百姓代 組頭（◎に差添） 組頭◎ 組頭 百姓代








平左衛門 ※ ◆ 組頭手伝◎














































なった  ₄ ₅。太田村は桜川沿岸に成立した村落
で、用水の面では小田村の上流に位置する有
利な地位にあったが、入会の面では村内に入




























































































































































































































































































































B、 茨 城 県 史 編 さ ん 近 世 史 第 ₂ 部 会 編
（₁₉₇₁）『茨城県史料：近世社会経済編
Ⅰ』茨城県
C、 国土地理院「地図と測量の科学館」編
（₂₀₀₆）『いまに残る郷土の文化遺産：つ
くばの古絵図』日本地図センター
D、 つくば市教育委員会編（₂₀₀₄）『つくば
市史史料集第二編：村明細帳（下）』つ
くば市教育委員会
E、 つくば市教育委員会編（₂₀₀₈）『つくば
市史史料集第五編：長島尉信』つくば市
教育委員会
₆₇　藤木（₁₉₉₇）：₁₅₄頁。
₆₈　渡邊氏は、法解釈論上、農業水利関係における実力行動を正当防衛ないし緊急避難として認める余地
はあると指摘した（渡邊₁₉₆₃：₄₁頁）。
₆₉　J 水利₅₆号。
30
筑波法政第₅₄号（₂₀₁₃）
F、 つくば市教育委員会編（₂₀₁₀）『つくば
市史史料集第七編：太田村御用留（中）』
つくば市教育委員会
G、 つくば市教育委員会編（₂₀₁₁）『つくば
市史史料集第八編：村の年代記』つくば
市教育委員会
H、 筑波町史編纂委員会編（₁₉₇₈）『筑波町
史史料集第一篇：村明細帳』筑波町史編
纂委員会
I、 筑波町史編纂委員会編（₁₉₇₉）『筑波町
史史料集第二篇：筑波と天狗党』筑波町
史編纂委員会
J、 筑波町史編纂委員会編（₁₉₈₅）『筑波町
史史料集第九篇：水利・入会』筑波町史
編纂委員会
K、 筑波町史編纂委員会編（₁₉₈₈）『筑波町
史史料集第十一篇：近世の社会・政治
編』筑波町史編纂委員会
（その他の史料）
石井進・石母田正・笠松宏至・勝俣鎮夫・佐
藤進一校注（₁₉₇₂）『中世政治社会思想
（上）』岩波書店
宮内庁書陵部編（₁₉₇₁）『図書寮叢刊：晴富
宿禰記』宮内庁書陵部
黒板勝美・国史大系編修会編（₁₉₆₄）『新訂
増補国史大系（第四十巻）：徳川実紀（第
三篇）』吉川弘文館
日本経済叢書刊行会編（₁₉₁₄）『日本経済叢
書（巻一）』日本経済叢書刊行会
著書・論文
明野町史編さん委員会編（₁₉₈₅）『明野町史』
明野町
大竹秀男（₁₉₅₁）「近世水利訴訟における『内
済』の原則」『法制史研究』₁ 号
貝塚和実（₁₉₉₇）「近世後期の地域社会の形
成と領主の動向：利根川中流域の水論を
中心に」『地方史研究』₂₆₅号
笠間市史編さん委員会編（₁₉₉₃）『笠間市史
（上巻）』笠間市
川島孝（₁₉₇₄）「近世用水争論の解決過程：
河内国新大和川上流右岸を対象として」
『歴史研究』（大阪府立大学）₁₆号
喜多村俊夫（₁₉₅₀）『日本灌漑水利慣行の史
的研究（総論篇）』岩波書店
小早川欣吾（₁₉₅₇）『近世民事訴訟制度の研
究』有斐閣
齊藤茂（₁₉₇₀）「近世村落の成立と展開：土
浦藩領常陸国太田村について」『地方史
研究』₁₀₇号
齊藤茂（₁₉₉₈）「天保期の旗本領：常陸国筑
波郡旗本本多領の場合」『茨城県史研究』
₈₁号
白川部達夫（₁₉₇₈）「幕末維新期の村方騒動
と主導層：『小賢しき』者について」地
方史研究協議会編『茨城県の思想・文化
の歴史的基盤』雄山閣
白川部達夫（₁₉₉₀）「元禄期の山野争論と村」
『徳川林政史研究所研究紀要』₂₄号
鈴木邑江（₁₉₆₈）「旗本井上氏領における支
配と村政の一考察：茨城県筑波郡神郡村
を中心に」『立正史学』₃₂号
陶山宗幸（₁₉₉₁）「江戸幕府の刑事内済：傷
害罪の検討を中心として」『法制史研究』
₄₁号
高島緑雄（₁₉₇₆）「近世的用水秩序の形成過
程：近江伊香郡・浅井郡用水の研究」
『駿台史学』₃₉号
筑波町史編纂専門委員会編（₁₉₈₉）『筑波町
史（上巻）』つくば市長
土浦市史編さん委員会編（₁₉₇₅）『土浦市史』
土浦市史刊行会
中田薫（₁₉₄₃）『法制史論集（第三巻）：債権
法及雑著』岩波書店
西崎正（₁₉₂₇a）「徳川時代に於ける農業水利
の権利関係（一）」『国家学会雑誌』₄₁巻
₂ 号
西崎正（₁₉₂₇b）「徳川時代に於ける農業水利
の権利関係（二）」『国家学会雑誌』₄₁巻
₃ 号
31
近世水論訴訟における戦略と影響要因 （王）
畑中誠治（₁₉₇₀）「危機の深化と諸階層の対
応」歴史学研究会・日本史研究会編『講
座日本史（第 ₄ 巻）：幕藩制社会』東京
大学出版会
春原源太郎（₁₉₆₅）「山村水論の特色と訴訟
手続法：信州筑摩郡古見村・今井村評定
所公事日記を中心として」『信濃』₁₇巻
₈ 号
藤木久志（₁₉₈₅）『豊臣平和令と戦国社会』
東京大学出版会
藤木久志（₁₉₉₇）『村と領主の戦国世界』東
京大学出版会
古島敏雄（₁₉₄₁）『日本封建農業史』四海書
房
古島敏雄（₁₉₆₃）「商品流通の発展と領主経
済」『岩波講座：日本歴史₁₂（近世 ₄ ）』
岩波書店
寶月圭吾（₁₉₄₃）『中世灌漑史の研究』畝傍
書房
真壁町歴史民俗資料館編（₂₀₀₂）『江戸時代
の真壁』真壁町歴史民俗資料館
渡邊洋三（₁₉₆₃）『農業水利権の研究（増補
版）』東京大学出版会
（筑波大学大学院人文社会科学研究科 
国際日本研究専攻）
